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に応答して性質を可逆的に変化できる高分子、 poly(N-isopropylacrylamide): PNIPAAm に着目し、その
刺激に応答した可逆的な性質変化を応用することで、薬物投与のタイミング制御と温熱の同時利用を目









PCLは分子量が 80kや 45k と比較的大きいものが使用されているが、このような大きい分子量の PCLは
分解速度が非常に遅い。分子量が低い PCL は分解速度が速いが、単独では電界紡糸ができないという
問題点がある。そこで本章では、分子量の異なる Mn=80kの PCL と Mn=2kの PCL diolを混合する方法
が提案されている。各条件で作製したナノファイバーの構造について走査型電子顕微鏡(SEM)で観察を
行った結果、低分子の PCL と高分子の PCL とブレンドしたファイバーを用いることで、生分解性を大幅に
短縮（制御）できることが示された。 











審    査    の    要    旨 
〔批評〕 












 平成 31 年 2 月 19 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格 
を有するものと認める。 
 
 
 
